
































































































度、影も形もなく消えてしまったのか、先述の「変遷過程」とはどのようなものだったのかと った問題は措くとしても、こ 芸術モティーフが千年後に再度流行し、また、依然とし 、過去のものとほぼ完全に一致する形式を保持していることから、何らかの古い社会風俗習慣が 長きにわた 社会文化情報となり得 が、必然的にその中に含まれよう。したがって、 「婦人啓門」装飾モティーフがど ようにして記号学的意味を獲得したかを検討するにあたって、 このモティーフの永遠 変わらない図様の特徴、 および「婦




























いることを意味 はい い。逆 、現在、発見されている作例から判断して、漢墓における啓門する婦人図、お び宋遼金墓 啓門する婦人図には、門外に足を踏み出そ とするものは一例もな ように思われる。　
本論文では、 「婦人啓門」図について、一層、正確な記述および定義が必













かかる作例の上述した特徴を観察することで、我々は、難なく理解へと到達できる。この半隠半現で、足を門扉から踏み出さずに啓門す 婦人は、その振る舞いを行うことによって 中国古代女性倫理 いう伝統観念に頗る符合するかのようであ 。
挿図 23　四川省新都画像石棺	婦人啓門図（拓本）





























































































































































































敬姜のそうした行為が手本 なり、後漢時代の下層社会生活へ影響す 具体例を見ることができる。こ 最初の詩が描写した は、心 こもった客へのもてなしと、器量ある居酒屋の女主人であ 。それは 以下のように描写さ



































































































































































































れるのみならず 『類篇』 ・戴侗の『六書故』等の類書や字書に収録されている。そ うち戴侗 六書故』 「
」字についての解釈は以下
のようであ 。



















当然、 我々は、 かかる図像の基本的図様が、 中国古代 「寝門之内婦人治其職」
















種の非理性的な行為に属するもので あるが しかし 「啓門 」が、 「寝」の暗示もしくは象徴を選択する時 は、古代の芸術工匠達は自覚的 しろ、自覚的でなかったにしろ、伝統女性倫理 視覚伝達方式に叶うものとして選択したのである。なぜならば このような方式 および、このよ な表現伝達でなければ、 当時の社会から「美」に合致すると看做されない らである。　
ここで明示しておかなければならな のは、 「婦人啓門」装飾モティーフ



























ち、伝統的「婦人啓門」モティーフの背後にあって、揺 ぎない基礎をもつ「寝」が含意するものは、 宋遼金時期、 まさ 墓葬が充分に邸宅化して以後、完全なる視覚記号となった婦人啓門図像として、墓室の後壁に出現した。それは決して実際の存在とはなりえず、故に、かえってその真の意
味
である
「寝」の最も優美で 最も含蓄があ しかも最も適切な暗示 るいは象徴たりえるのである。






ろうじて「寝」の暗示あるいは象徴として用いられているにすぎないのであろうか。もし、ただ「寝」の存在を表示するためだけなのであれば、画工はなぜ門扉の向こうの床榻・念被など、まさにこの「寝」を直接描写し得るものを少なくし、敢え このような更に間接で、更に含意のある表現伝達方式によったのであ か。容易に推測でき の 、このように間接的で、含意のある表現伝達方式は、当時 社会において、人々の 何らかの視覚 興味を普遍的 得ることができたという とだ。しかもまた 当然、半分閉じた門扉の背後から半分をあらわす婦人の形象は、この視覚的興味の焦点となってくるのである。　
我々は再び図像へと戻ることにしよう。容易に確認できることだが、宋遼
金墓葬中におけ かかる啓門の婦人形象は、その大部分が年若く美貌の女性として描かれる。彼女たちが半身を隠し半身を出現させ、その美し とやかな姿や、門に寄りかかり外 様子をうかがう顔つきとしぐさは、待つ、あるいは、待ちこがれる、という際に、自然と滲み出るものである 古代 画工が、このような女性形象を制作する際 絶対 、彼女 ただ 簡単な開門の道具であるかのように見ているのではないことが想像できよ 。それに反して、かか 開門する女性の姿および表情と態度を通じて、それ が伝達するものは 男性墓主に対する配慮と思 やり、更 そ 女性眷属に対する賞揚と称賛を彷彿させ も であ 。もしも我々が こうした視覚自体に、何らか 意味あるいは含意があるということを信用するので れば、我々は 更に う一歩問いつめないわけにはいかない。 なわち、そ画面における美麗な 女性 畢竟 当時の人々の精神世界 よび知識 景に基づいて どのよう 心霊体験と精神連想 伝達と喚起 たけ た
あろうか。　
解釈の妥当性を考慮するにあたって、本論では、このモティーフ類型の解
























































ここから推測するに 宋元代の 明皇游月宮」故事銅鏡の紋様は、より早期に出現が遡り得る。あるいは本来は、 宋時期の名だた 画家 図様に由来する可能性 ある。確実なのは、唐 から宋金 到るま 、地上に存在した


















各種の婦人啓門図をともなった文物遺跡、ないしは絵画作品は、必然的に今よりも多く、そのうえ、広く当時の人々の目にするところであったということだ。故に、その図像それ自体が、当時の人々によって、墓葬を装飾するための資料として参照されることができたのみならず、図像が扱う題材と内容もまた、墓葬における婦人啓門図像の意義について、人々の認識 理解に影響を与えるこ が可能だった である。　
これのみならず、もしも我々が、視野を文学の領域にまで拡大させたなら
























挙進士下第。清明日、 独遊都城南、 得居人荘、 一畝之宮、







































」 と述べている。しかも、 趙令畤本人が小説故事に 「播






























































































































いて、この故事題材について、 「 「 仙成 」と「仙郷淹留」パターン 民間叙事は、空間や 間の束縛からの脱出や、時空の制限 受けない自由の獲得といった、民衆に内在する願望を含意している。こ 原始的理想は、道家と道教によ て 神格化と大幅な誇張が加えられ、 大いに影響力を持ち続 た。
挿図 2（　磁州窯	白地黒花人物紋枕（金代）北京故宮博物院蔵


































れを脚色して鼓子詞を作る必要があったが その際に、更に大衆文化的な民間叙事の側面が加わり、その中の仙道的色彩 突如とし 顕著 なったのである。こ 点は、趙令畤個人 創作趣味によると言うよりは むしろ、北
宋以後の大衆化した鑑賞がそうさせたのである。　
一つのまぎれもない事実は、人々が、芸術作品について達成可能な認識と
理解というものは、その人々の知識系統において、完全に決定されるということである。具体的には、 一つの図像作品への理解というものは、 まずは人々のその内容 は題材 ついての知識に依存している これによって、我々は以下のよ に考えて差し支えないだろう。当時の人々の、 「明皇游月宮図」あるいは「明皇游月宮鏡」に類する美術作品から獲得可能な視覚経験は、人々の伝記文学 民間講唱文学作品から頻繁に喚起 れ そうした視 興味、および、そのような視覚興味と親密 相関する故事の筋書きやその背後にある思想信仰に基づ ているわけだ。その当 ちが当時 墓葬に進入し、 「朱戸」の中の「半開還掩似欲依」な「如花面」を一目見て、彼らはその脳裏にどのような感受あるい 連想を思い浮かべる であろうか。　
最後に我々は、再び『太平広記』巻六九・女仙十四に収録さ た、世俗に
おいて、人が美女に出会い仙を得る伝奇 一段を見 み ことにしよう。数多くの同類の伝奇と同じではなく、 これは明らかに、 民間伝説の怪誕故事
（奇
怪故事）
に由来するもので、 山中に発生するのではなく、 本文で論じている 「婦
人啓門」図の所在する空間︱︱つまり墳墓︱︱に いて発生してい 故事の成立は晩唐であるけれども、 れは宋金時期において更に流 が拡大しており、このため、なおも依然として、宋金時代の人々の 死後 空間につての種々 想像について、我々の理解を助けるものとなる である。　
故事のあらすじをまとめると以下のよう なる。唐の元和末年、平陸尉の







に隠れる。そこで「雲容張氏」 「鳳台䔥氏」 「蘭翹劉氏」 美 い三姉妹に出






















るべき細部描写は以下の点である。　（一）男女の主人公が相まみえた後、お互いの問答において、雲容は、自身が墓穴に住むようになった原因を薛昭に語る。雲容は本来、楊貴妃の身の回りを世話した侍女であったが 常に明皇と申元天師の会話を耳にしていたため、暇 見計らって、天師 ひれ伏 て薬を求める。天師は彼女の様子を一目見て 彼女の寿命が長くはないことを知る。彼女 回想の中で以下 ように説く。


























み、飄然と墓室のそばに至ったとき、墓室のその狭小な門戸は、さして、彼らが引き起こすことを妨害するものでは無かったということだ。この点において、我々は、宋遼金墓 墓室後壁に配された、かか 「寝門」が想起されることを禁じ得ないのである。しかも、こ 薛昭が雲容に従って墓室に入って後、彼は、侍婢・帷帳などを目にするが れもま 宋金時期の 葬壁画に見られるものと同じものを彷彿させるのである。　（四）故事は結末の間際に以下のように説く。夜の寝床での恩愛を経て、雲容はすで 身体の回復 感 、新しい衣服 えあれば 薛昭 ともに墳墓









































宮・仙女・菩薩・仙府などの内容を装飾するものが多くあ 。また、墓葬は、梁柱および斗栱と券門の間を彩色で描き、また大量の雲気紋と仙鶴紋装飾があり、非人間世界を窺わせ も である。以下に例をあげよう。　
河北宣化遼墓では、墓室の四壁の梁柱と壁との間に多くの雲気・仙鶴を描
















八柱斗栱と墓頂の垂花装飾との間に、墓主夫婦を手引きして橋を渡る菩薩・仙女・道士、また墓主人が最終的に向かうことになる天宮などの内容まで描いており、しかも、 葬におけ 天宮 図像 その多くが、墓室北壁 模





































婢夾侍」とみる光景は、なお、人々に「望之如神仙」とさせる感覚を可能とする。ここにおいて我々 また 自ら胸 手を当てて反省す ことを妨げない。もし、死者の霊魂を認めるならば 自ら 来世の居住先は「極楽之宮」「蓬莱之洞」のような場所 期待する。そうで ならば 墓主人は並んだ四壁で各々の職を司っている多くの侍女たちを目にす し、しかも、 洞天」的な奥深い場所において、そこでまさに開かれるのを待って る仙 の寝門を「如花面」に発見することになる。その心中が どれほど無我夢中な前世の夢の世界にあったとして 、やはり歓喜と安堵が眼前に浮かぶということになるのだろうか？　
もとより、我々が、上述のような種々の仮定と推論を行う場合、それは同


















する「寝」は、墓室後壁の仮門における「婦人啓門」図、および、その周囲の彩絵塼彫による門楼などの装飾 よって、図像が作り出した見せかけの視覚を通じ、 その暗示性が伝達されることとなった。これは、 ひとまとまり 、従来の墓葬装飾とは大幅に異なる、新しい 空間の論理なのである。しかも「婦人啓門」図は、新しい空間論理において、その鍵となる視覚伝達記号なのである。　「婦人啓門」図の「寝」を暗示する記号学的意味は、以下のようになる。この形象記号は、早くも、中国礼教伝統が形成された漢代 その図様に、古代の「婦人送迎不出 、見兄弟不逾閾」的 特定文化 含意が賦与されていた。こ 伝統モティーフの背後では、ゆるぎない基盤をもつ「寝」の含意に基づいて、唐宋時期の儒学と礼教が復興する。これにともなっ「婦人送迎不出門」的な古訓
（昔から伝えられた訓戒）
は、当時の社会が、
同一と見なす一種の概念意識として、一般化していった。従って、 寄りかかって出てこない啓門する婦人 図像 ついに 美的視覚記号に合致するようになり、墓室後壁 現した。それは決して実際 存在 ないけれ




ども、まさに、真の意味上の「寝」の暗示あるいは象徴なのである。簡潔に述べるならば、 「婦人治寝門之内」というのは、閾を越えずという儒家伝統の女性倫理観を、啓門する婦人の図様の背後に潜在す 社会文化の根源において内包しているのである。しかも、こ 視点から、我々は「婦人啓門」図における門扉が何故、半閉半開であり、また何故、啓門するのが総じて女性が多く、男性が稀であ か ようやく説明することができるのである。　
ただし、多くの形跡がはっきり示しているように、唐宋時期、墓葬芸術の











ルイジアナ大学の賴德霖氏・広州美術学院の王玉冬氏・中央美術学院の李軍氏・中山大学の万毅氏といった方 から貴重なご意見を頂戴し 。こ 他、台湾師範大学の白適銘氏と四川大学 白彬氏からは、関連する研究資料を紹介いただくなどのご協力を賜った 各位に対し、 謹んで御礼 申し上げたい。
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陳直『漢書新証』 （天津人民出版社、 九五九年 二五六頁）では以下のように













高文・王錦生 「四川新津県漢代画像石棺上之新発現」 『四川文物』 二〇〇〇年第五期、















収録される官家保存 もの ほか、 私家にも保存され続けたことを認めている。 『隴西行』古辞の如きは、 『楽府詩集』 引く「楽府解題」に「此 出諸集、不入楽志」と説かれている。つまり私家の撰集に保存され たのである（ 『中国大百科全書・











玄学の隆起・老荘思想の流行・仏教の伝来などの要因により、人々は、漢代の儒学が打ち立てた様々な社会基準・規範・価値といった概念に対して懐疑を抱くようになった。このため統治者は、儒術の奨励をやめ、これらによって漢代には尊い存在であった儒学が、衰微に向かって加速したのである。かかる状況のもと 魏晋南北朝の三六〇年余りの間、女性もまた、漢代の女教たる「四行」 「七誡」の束縛から次第に開放されるようになった。東晋の初年、多くの思想要素が入り交じっている道家の書『抱朴子』外篇 は 当時の「世故継有、 礼教漸頽」的な が感じられ、 「詩美雎鳩、貴其有別。在礼、男女無行媒、不相見 不雑坐 不通問、不同衣物、不得親授（中略）外言不入、内言不出。婦人送迎 出門 行必擁蔽其面（中略）而今俗婦女、 休其蚕職之業、 廃其玄紞之務 不績其麻、 市也婆娑。舎中鐀之事、 修周旋之好。更相従詣 之適親戚、承星挙火、不已于行。多将侍従、暐曄盈路、婢使吏卒 錯雑如市、尋道褻謔、可憎可悪。或宿于他門 或冒夜而反 游戯仏寺、観視漁畋、登高臨水、出境慶弔。開車褰幃 周章城邑 杯觴路酌 弦歌行奏。轉相高尚 習非成俗生致因縁 無所不肯 誨淫之源 不急之甚。刑于寡妻 家邦乃正 願諸君子 少可禁絶。婦無外事 以防微矣」 （楊明照『抱朴子外篇校箋』上冊、中華書局 一九九一年、六一四～六一九頁）と説かれる。我々は南朝の劉義慶の著した魏 における風雅な人物の故事集である『世説新語』から 当時の 教の 性に対する束縛が緩やかであったことを見て取れ のである。そこでは以下 ように記される。 「潘岳妙有姿容、好神情。少時 挟弾出洛陽道 婦人遇者、莫不連手共縈之 左太冲絶醜、亦復效潘岳游遨、於是群嫗斉共乱唾之 委頓而返」 （劉義慶撰・劉孝標注・楊勇校箋『世説新語校箋』修訂本、容止第十四、中華書局 二〇〇六年 五五四頁） 。『魏書』巻一八、太武五王列伝に収録される東魏の元孝友の一篇の奏文でも、東魏時期のいくらかの情景が以下のように明らかにされている。 「凡今之人、通無準節、父母嫁女、則教之以妒、姑姉逢迎、必相勧以忌、持制夫為婦徳、以能妬為女工 自云不受人欺、 畏他笑我（以下略） 」 （ 『魏書』巻 八、 太武五王列伝、 中華書局標点本、一九七四年、 四二三頁） 。 同様に 北斉の 『顏子家訓』 か る儒家訓教において、 我々はまた、南北朝 代末期の婦女 生活状態を見る ができる。顔氏は 南朝と鄴との風俗の差異について以下 ように論じる。 「江東 女、略 交游 其婚姻 家或十数年間、未相識者 唯以信命贈遺、致殷勤焉 鄴下風俗、専以婦持門戸 争訟曲直、造請逢迎 車乗填街衢、綺羅盈府寺 代子求官、為夫訴屈。此乃恒代之遺風
乎」 （顔之推撰・王利器集解『顏子家訓集解』上海古籍出版社、 一九八〇年、 六〇頁） 。つまり、顔之推の眼を通して、北方の鄴城一帯の婦女が、家門から戸外に出て、積極的に社会生活の世俗風情に参与しており、それが、どれだけ古礼に合致していないかを見ることができるのである。一方、 江左一帯の女性の行為は、 ただ 「略無交游」にすぎず、世間の気風に相対するのは、ごくまれなのであった。かかる状況は、中唐時期まで持続し続け 根本的な変化が出現することは無かったのである。唐の玄宗期、開元三年（七一五） 『制』によれば、 「帝王之政 必厚風俗。男女不別、深蠹礼経」 （王欽若等『冊府元亀』巻一五九、帝王部・革蔽一、中華書局影印本、一九八九年、三二一頁）とあり、そ 中に、当時の社会における所謂「男女不別」 、風俗が純朴ではなかった情景 。玄宗・粛宗・代宗 三代に仕え、有能な臣下であった李華は、 『与外孫崔氏二孩書』におい 世間の気風における「婦人為丈夫之象、 丈夫為婦人之飾」 「婦人尊于丈夫、 群陰制于太陽」等といったように、婦道の衰退、 世間に浸透した社会現象を嘆いている（ 『全唐文』巻三一五、一九八三年、四〇二頁） 。唐朝前 の考古図像資料に見られる大量 女性扮装や男装の形象は、当時の女性としての性別意識 社会の気風を、よく反映して る（榮新江 「女扮男装
	 ︱︱
	 唐代前期婦女的性別意識」 （鄧小南主編 『唐宋女性与社会 （下） 』
上海辞書出版社、二〇〇三年、七二三～七五〇頁を参照） 。
（
55）　『四庫全書総目提要』には「 『女孝経』一巻（内府蔵本） 、唐鄭氏撰。鄭氏、朝散郞侯莫陳邈之妻。侯莫陳 字 複姓也。前載進書表称姪女策為永王妃 因作此以戒。唐書芸文志不載。宋史芸文志始載之。宣和画譜 孟昶 有石恪画女孝経像八 則代時乃盛行於世也」と記載される。永王とは 玄宗の第十六子である。従っ 、この書物が出現したのは、玄宗朝であ 可能性が考えられる。 『女孝経』と『女論語』の年代などの問題に関しては、山崎純一「関于唐代両部女訓書『女論語』 ・ 孝経的基礎研究」および、黄嫣梨「 『女孝経』与『女論語』 （それぞれ鄧小南主編『唐宋女性与社会（上） 』上海辞書出版社 二〇〇三年、一五八～一八七頁、一八八～二〇八頁に収録）を参照。
（
56）　
例えば、 高世瑜氏は 「漢代以降、 どの時代にも女性の礼教に関する著述は見られ （中
略）その中では『列女伝』に類する伝記作品が多数を占め」かつ「その内容は主に、上層社会と士人家族の女性に対象 絞られていた」 そして 『女論語』 はす わち 「下層の民間婦女への教化のために、まず始め 、ま 、通俗の韻文によって、儀礼規則を講述するという 教著述形式を創始したのであり 「中古以降の女教は次第に変遷して、庶民化してゆくという見通しが、示さ である」とされる（高世瑜「宋氏姐妹与『女論語』論析
	 ︱︱
	 兼及古代女教平民化趨勢」鄧小南主編『唐宋











































































者の側女、或いは侍女と看做すことを認める学者がいるかも知れない。筆者はそうした可能性を完全に排除するものではない。当時の富貴な人々の家庭では、側女や侍女が居り、場合によっては「侍寝 婦人」専業者もあり得たはずだから ある。しかし、墓葬芸術において 、基本的に、それは言わば 非理性的な行為なのであって、従って、墓葬装飾 おける各種の人物形象が 実際の某かの人物や、さ には何らかの役割までも指し示してい とは 通常は考え難いので る。
（
（1）　




















曾慥『類説』巻一二・二七（ 景印文淵閣四庫全書』第八 三冊、 一二、 五
















































蒋防『霍小玉伝』 （魯迅編録・曹光甫 点『唐宋伝奇集』巻二、二三八 ） 。

























程薔 「民間叙事模式与古代戯劇」 （ 『文学遺産』 二〇〇〇年第五期、 九八～一〇三頁） 。
（
9（）　『宋史』巻一四二、 楽志第九十五 中華書局標点本、 一九八五年、 三三四九頁、 また、










































（ 『芸術史研究』五、中山大学出版社、二〇〇三年、三七一～三九八頁） 、李清泉「叶茂台遼墓出土 「深山会棋図」 再認識」 （ 『美術研究』 二〇〇四年第一期 六二～六八頁 。
（
（（（）　
郭湖生等「河南鞏県宋陵調査」 （ 『考古』一九六四年第一一期、 五六四～五七七頁） 。
（
（（（）　
鄭州市文物考古研究所・登封市文物局「河南登封黒山溝宋代壁画墓」 （ 『文物 二
〇〇一年第一〇期、六〇～六六頁） 。鄭州市文物考古研究所・登封市文物局「登封高村壁画墓清理簡報（ 『中原文物』二〇〇四年第五期、四～一二頁） 。鄭州市文物考古研究所・新密市博物館「河南新密市平陌宋代壁画墓」 （ 『文物』一九九八年第一二

















































ichael Baxandall, Painting and Experience in Fifteenth-C
entury Italy, Second Edition, 
London, 1988, pp. 23-108. （和訳：マイケル・バクサンドール 『ルネサンス絵画の社会史』
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